
○全体事業費：3億3百万円

＜現状・課題＞

コロナ禍における「感染防止と学修機会の確保の両立」に向け、デジタル技術を活用した対面授業と遠隔授業の効果的実施等

による質の高い教育の提供を実現するとともに、学生同士の交流、遠隔授業実施にあたっての教員の負担軽減を図り、大学におけ

るDX（デジタル・トランスフォーメーション）にもつなげる。

（３）学内デジタル化推進による学修環境充実について

＜事業概要・イメージ図＞

○多数の学生・教職員が密に出入りする大学内の感染リスクの高さ
○遠隔授業が恒常化し、学修面での有効性が認められる部分もあるが、学生・教員間の意思疎通等に
課題

○義務教育や企業等におけるデジタル化が加速。大学でもデジタルネイティブ世代への対応が必要

今後は、さらに学修管理システム（LMS）の導入、学内ネットワークの分離・増速等の高度な
デジタル化を推進し、学修環境の充実を図っていく予定
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②学内Wifi機器整備（68百万円）
…学内どこでもオンライン接続可能な環境を構築。①との併用により、
密を回避しつつの学修機会の確保、学生同士の交流等を実現

①教室web配信収録設備整備（2億30百万円）
…各教室に映像機材等を導入し、対面授業配信体制を構築。教員の負担
を最小化しつつ、対面・遠隔併用のハイブリッド授業の実施、映像の多
様な活用等を実現

③オンライン出願システム整備（4百万円）
…願書受付や検定料決済等をオンライン化。出願者や教職員の接触機会
を低減し感染防止に寄与するとともに、受験生の利便性向上等を実現図書館etc…


